
 

 

船舶事故調査報告書 

平成２９年１１月１５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（桟橋） 

発生日時 平成２９年４月２９日 １４時４６分ごろ 

発生場所 長崎県長崎市端
は

島の桟橋 

 肥前端島灯台から真方位１２９°１００ｍ付近 

 （概位 北緯３２°３７.６′ 東経１２９°４４.３′） 

事故の概要 旅客船JUPITER
ジ ュ ピ タ ー

は、着桟中、桟橋に衝突した。 

事故調査の経過 平成２９年６月７日、主管調査官（長崎事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

旅客船 JUPITER、９９トン 

 １４２９４５、株式会社ユニバーサルワーカーズ 

 乗組員等に関する情報 船長、六級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 左舷中央部防舷材に剝離、舷門の扉に破損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西～西北西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期 

 事故の経過 本船は、船長ほか５人が乗り組み、端島見学の旅客１５８人及びガ

イド５人を乗せ、‘同島の南東側に設置された桟橋’（以下「本件桟

橋」という。）に左舷着けで着桟中、一時的な波で船体が上下動した

際、左舷中央部に水平方向に設置された防舷材が本件桟橋側面に垂直

方向に設置された２本の防舷材の間に挟まった。 

本船は、左舷中央部の防舷材が挟まった状態で、引き続く船体の上

下動によって、左舷中央部の防舷材が外板から剝離するとともに、左

舷中央部に設置された舷門の扉と本件桟橋とが衝突した。 

本船は、本事故後、一旦沖で待機した後、再度本件桟橋に着桟して

旅客等を乗せ、破損した舷門の扉を閉めた状態としてロープで固定し

た後、長崎市長崎港の桟橋に向かった。 

分析  本船は、本件桟橋に着桟中、一時的な波で船体が上下動し、左舷中

央部の防舷材が本件桟橋に設置された２本の防舷材の間に挟まったこ

とから、引き続く船体の上下動で本船の防舷材が外板から剝離すると

ともに、舷門の扉が本件桟橋に衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が、本件桟橋に着桟中、一時的な波で船体が上下動

し、左舷中央部の防舷材が本件桟橋に設置された２本の防舷材の間に

挟まったため、引き続く船体の上下動で本船の防舷材が剝離するとと

もに、舷門の扉が本件桟橋に衝突したものと考えられる。 

 


